






























る。 「解釈するということは、その本質上、答えることである」 （五頁）という、いささか謎めくようなことを語る。彼は、ハイデガーのテクストが答えであり、しかも強力な答えであるという事実を受け止めること ら本書を出発させる。フィガールによれば、ハイデガー自身 他 哲学者や作家のテクストを解釈し、また自らの思索を解釈として反省した哲学者 った そうであ からこそ、 なおさら、そうしたハイデガーによ 解釈＝答え 批判的に検討することが必要となる。では「問い はど なるか とテクストにおいて究明された事象 問 ことになるのである。おそらく、フィガールの論考は、ハイデガー哲学の遺産というものを、事象への問いへと向けて思索を促そうとする試みとして理解することができる ろう　
本書は、ハイデガーに関連するものだが、現象学、アリ
ストテレス、プラトン、宗教の問題、ニーチェ、解釈学や翻訳の問題、形而上学批判 ユンガー 主題が多岐にわたる。本会会員の齋藤元紀氏らベテラン・中堅の研究者が監訳者となり、東京 ハイデガー研究会 若手研究者が各論文の翻訳を行なった。フィガールの論述内容を理解して日本語に訳すことは、けっして容易なことではない。本書は、 数多くある彼の著作のなかで 日本語 訳書と ては、二冊目なのである。
